




器械吻合による機能的端々吻合（f unc t i ona l 
end - to - end anas tomos i s ： 以下FEEA）は成
人では一般的になっているが、小児領域での報
告はまだ少ない。今回高位鎖肛に対して造設


























吻合器（P o w e r e d E C H E L O N F L E XT M）を






































自動吻合器（P o w e r e d E C H E L O N F L E XT M）











































































　　　 Tre i t z靭帯部（　　　）より先にイレウス
管が進まない。造影剤はかろうじて肛門側に
通過している。
図 6 　 4 回目手術術中写真




吻合としてのF E E A法があげられるが成人領
域では自動縫合器を用いたF E E Aが頻用され





近はF E E Aの方が合併症が少ない、と考えら
れている。しかし成人領域では一般的となって
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